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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・成田 富士子様～不安時・不穏時の継続指示ロラゼパム（0.5）1T 20回分処方となっています。
・成田 富士子様～鼻閉、咽頭痛の 感冒症状の訴えあり、PL顆粒3P　3×毎食後　本日の昼から3日分処方となっています。
・飯田 修子様～咽頭痛、鼻閉の感冒症状の訴えあり、PL顆粒3P　3×毎食後7日分処方と
なっています。
・小田 タネ様～アレンドロン酸塩35㎎1×朝起床時（日曜日）週1回内服。10月分処方となっています。
・菅野 勝利様～アムロジピンＯＤ（5）1T　1×朝食後6日分処方となり次回定期へ繋がります。
・千葉　光広様～9/25　13：00～16：00デイケア体験利用の為、単独で外出に行かれています。
＜注目患者様＞
・吉田　光良様～本日朝食後排泄の訴えで硬便3個排泄あります。午前作業に参加し参加中軟便1回あったとの事スタッフ形態未確認。朝食全量で昼食1/2残食あります。嘔気、腹満感の訴えは聞かれずホールで過ごしています。11：40軟便多量と情報あるが他者流し未確認。14：00に軟便中等量確認しています。15：20オヤツ摂取後、腸蠕動音確認でき、腹部膨満感軽減出来ています。引き続き排便形態確認や身体面の状況を観察していきます。

・菅野 勝利様～プログラムに参加出来ています。15:40頃トイレの声掛けに排便したいが便秘気味でと話され、男子トイレは和式トイレで排泄しにくいとの事で女子トイレの様式トイレに誘導後、使用するが便秘で排便ない事を確認する。また、排便の際にしゃがむ事で足の震えがあると終了後話されています。排便3日ない為、準夜帯で継続指示のシンラック液を与薬するよう情報提供していきます。今後もトイレ使用状況を確認していきます。
・高田　マキ様～本日は、現実的な会話されています。声かけにも空笑し叫んだりする事なく過ごしています。歯科受診の希望が聞かれずにプログラムに参加出来ています。おやつ時間終了後は、廊下をステップして戻られています。引き続き、精神症状と身体症状の観察を行っていきます。
＜Dr深澤ケース検討＞
・飯田 修子様～外出日（水・土）と担当スタッフとで検討し実施しています。
金銭面も、決められたお金500円持参する事で不明金なく使用出来ていますが、帰院してから、外出日を変更したいや、お金の持ち金の希望等言われ説明に渋々納得されています。以前のように、奇声粗暴行為は見られなくなっています。鼻水、咽頭痛がある為、本日からＰＬ、PL顆粒3P7日分処方となっています。引き続き、精神症状の変化、身体面の観察をしていきます。
・小田 タネ様～準夜帯に身体のほてりを訴えアイスノンを使用するのは、続いて
います。眼科受診の希望で9/30鹿内眼科へ甥様の付き添いで受診予定です。また、服薬自己管理の為、9/241日分から開始していま　　　
す。問題なくセットや服薬出来ています。今後は、服薬の状況等を　確認していきます。
・山下 幸子様～情緒安定にて過ごされています。9/22～24迄が外泊に行かれています。帰院後も同室者との交流も見られ落ち着いて対応できています。今後も本人の訴えを傾聴し統一した関り方をしていきます。
引き続き、所在確認は徹底していきます。

・夏坂 キミ様～9/21転入。転入後も同室者と交流見られ常に同行している様子
見られています。診察時でも良い病棟に移してもらったと感想が聞かれていました。引き続き、精神症状の変化や身体面の観察をしていきます。
・菅野 勝利様～9/20転入。転入直後は発語殆どない事が見られていましたが、徐々に声掛けに発語が聞かれるようになり余暇はホールで過ごし適度に他者交流も見られています。精神症状の変化なく、作業等にも参加出来ています。動作緩慢で小刻み歩行で前屈姿勢あるが転倒はなく過ごされています。現在、トイレ使用に段さあったり、和式トイレ使用について足の震えを話され女子トイレの洋式トイレを使用するよう関わっています。夜間のトイレ利用状況を確認していきます。
・五日市 規様～壁叩きやソファーの肘叩きは殆ど見られないが、時折早朝覚醒や中途覚醒時は一時的に独語が聞かれていますが威嚇や易怒性なく再入眠出来ています。引き続き精神症状の変化を観察して行きます。
・松谷 さと子様～服薬・食事以外はホールで過ごす。夜間は和室コーナーで他者と過ごすが、被害的発言や物に対して過度な要求なく執着する様子もなく経過しています。引き続き精神症状の変化を観察して統一した関り方をしていきます。
・松永 勘五郎様～以前とし無為的かつ自閉的であり、意欲や自発性は乏しいものの
　　　　　　　　ＡＤＬは自立出来プログラムには参加出来ています。引き続き、
精神症状の変化を観察しＡＤＬの自立が維持できる様に関わっ
ていきます
＜深澤Dr退院支援委員会＞
・菅野 勝利様～9/20転入しているが目立った精神症状の変化はなく過ごしています。今後の方向性として、入院前は自宅で生活していたとのことでご家族は施設入所を希望している為、ご家族と話し合い自宅か施設入所を見極めて退院後の住居を検討していきます。
・夏坂 キミ様～9/21転入後、精神症状の変化なく、同室者との交流が密となっています。

今後の方向性として、ＡＤＬ自立を確立する為、服薬自己管理を検討していき、ご家族の希望も聞きながら退院後の居宅をＳＷと情報共有しながら進めていきます。
・松谷 さと子様～アドヒアランスの向上目的のため、自己服薬管理を開始しています。
　　　　　　　　　自宅退院を希望されていることもあり、服薬の状況を確認し、今後の

方向性をＳＷと情報共有し今後の方向性をすすめていきます。

＜Dr金ケース検討診察情報＞
・大上 なみ様～昨日、2時におきた後、眠れずにいたと話されています。現在、夜間はトイレ頻度が1～2回と落ち着いています。また、義歯を新しく作っているが、
左側の下顎部位が痛い理由で装着せず食事摂取しています。今後は義歯使用方法を検討していきます。
・巴 勇樹様～隠れ飲水等を防止の為、コップ預かりで対応しているが、2～3日前にペット
ボトルを拾い飲水していた事を他者から情報提供聞かれ体重測定実施後、1から2K以上と体重増加を確認しています。また、喫煙要求か過度とならず対応できています。
・小笠原 文人様～気分の高揚さが幾分ある事を伝えています。本人からは、上がっているはよりは、下がっているように感じると話されています。

定期処方は同内容です。

＜金Dr退院支援員会＞

井上 和美様～退院に関しては消極的な発言がきかれています。

ご家族との外出に関して本人より腹部不快感が軽減したら考えるとのことだったので

訴え聞かれない為、気分転換を考えて外出を検討していきます。

